




























(その他 )

第 7条 本協定書について疑義が生 じたとき又は本協定書に定めが無い事項に
ついては、その都度甲乙協議 して定めるものとする。

以上のとお り協定を締結 した証として本協定書を 2通作成 し、甲乙各 1通を

保有する。

令和 2年 2月 13日

甲 千葉県銚子
学校法人 力

学長 木曽
日計 大学

千葉科学大学と一般社団法人アースファク トリーとの

相互支援協力に関する協定書

千葉科学大学(以下甲と称す)と 、一般社団法人アースファクトリー(以下乙と

称す)は、相互支援協力の活動に於いて協定書を取り交わすものとする。

(目的)

第 1条 地域創生と人材教育を両輪とした取り組みの一環として甲の学生育成
と、在学中の地域交流や学びの場を提供することを目的とする。

(連携事項)

第 2条 前条に定める目的を達成するため、以下に示す事項にて、甲及び乙は
相互に連携して協力する。なお実施計画は甲乙協議の上決定する。

(1)商道徳講座

(2)商品開発企画

(3)企業コラボレーションによる実践体験教育

(4)生産危機管理講座

(5)分野別食品衛生管理講座

(6)地域貢献事業の在り方講座

(7)分野別技術研修

(協力事項)

第 3条 甲の危機管理学部木村栄宏教授が指導する地域創生と人材育成に関す
る取り組みに際して、乙は協力する。原則として、無償による取り組みとする。

(機密保持)

第 4条 甲及び乙は第 2条に定める連携事項により相手方から提供された情報
を相手方の事前の承諾なく第二者に提供、開示若しくは漏洩し、又は第 1条に
規定する目的以外の利用は行わない。

(活動支援)

第 5条 本協定書に基づき括動した結果、コンセプトや成果物等に関して金銭
的な利益が出る場合の取り扱い等については別途協議する。

(協定書の有効期間)

第 6条  この協定書の有効期限は契約締結後 1年間とするが、甲及び乙からの
解約の意思表示が文書にて為されない限り、自動的に更新されるものとする。

乙 千葉県安房郡鋸南町イ呆田 724‐ lF3B
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